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年頭所感

　新年明けましておめでとうございます。
　2024年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上
げます。
　さて、新型感染症が５類に変更され、その後
は徐々に以前の状況に戻り始め、現在ではほぼ
元に戻った印象です。しかし円安や世界情勢の
変化により原材料やエネルギー価格の高騰、労
働力不足の慢性化など私たちを取り巻く環境は
引き続き大変厳しい状況にあると思われます。
　そんな中で昨年はアメリカ・メジャーリーグ
における大谷翔平選手の活躍や「アレ（A．R．
E．）」で有名になった阪神タイガースの38年ぶ
りの優勝、将棋界では藤井聡太さんの八冠達成
など明るい話題も多くありました。
　今年も当地域の企業は社会状況に対応する
為、対策を打つ必要があると思います。当地域
の企業は休日が少ないと誤解を招きかねないと
いう理由で地域のイメージアップのため、また
行政からの要望もあり、産業カレンダーを今年
から廃止いたしました。　
　また、人手不足対策として防衛的賃上げを行
わざるを得ない企業も多くあります。そのよう
な状況で、取引価格の適正化が求められ、その
環境づくりのため、日本商工会議所ではパート
ナーシップ構築宣言を進めております。これら
のコストアップ要因を吸収する意味でも生産性
の向上はどうしても行わなければなりません。
さらに、業務効率化やビジネスモデルの変革、

制は今なら有利に出来る制度が時限立法であ
り、この税制を活用することをお勧めします。
もうすぐ期限が切れる予定ですが、中小企業に
とって使い勝手の良い制度ですので日本商工会
議所ではこの税制を恒久化すべく政府に働きか
けております。
　世の中の変化に合わせて自己変革する必要性
を日本商工会議所の歴代会頭は繰り返し言って
おられました。先代と同じ内容の仕事をするな
と言うことでなく、その会社の資産や社員を活
用しながら新しい業態や販路、ビジネスモデル
を構築する企業内創業に取り組むべきと思いま
す。現在、活躍している地元企業には事業の変
革を繰り返し大きな企業に成長した企業が多く
存在します。逆に変化することなく、無くなっ
てしまった企業も多くあることも事実です。三
条市内の企業はチャレンジ精神が旺盛で、幅の
広い販路を持ち、業種・業態も様々であり、今
までも大きな時代の変化に対しても果敢に対応
してきた実績が数多くあります。当商工会議所
は挑戦し努力する中小企業をこれからも全力で
支援・応援して参ります。
　今期（当所第31期）から部会・委員会の正副
部会長・委員のメンバーも大きく変わり、新た
な視点で各会の活動を企画・運営しております。
会員の皆様に置かれましてもイベント等にぜひ
多く参加していただき、会員事業所の経営強化、
自己変革へ刺激を受けて頂きたいと思います。
　産業界のみならず、この地域では大きな変化
が続いております。三条市立大学は開学してか
ら３年が経過し、新しい教授陣も着任されてお
ります。昨年に引き続き大学と共催で、新任教
授の紹介も兼ねた勉強会も開催しております。
会員企業の皆様にも多く参加いただき教授陣と
の交流から企業の自己改革のきっかけを見つけ
て欲しいと思います。また学生さんのインター
ンシップも長期の研修となり、交流も深まると
思います。お互い刺激を受けあって共に成長し
て参りたいものです。

競争力強化のためデジタル化も必要です。当商
工会議所の会員企業にはデジタル化やDX化を
サポートする企業もあり、是非活用されること
をお勧めします。
　働き方改革や女性の活躍を推進し・外国人材
の受け入れ等多様な人材の活躍を目指すことも
一つの方法です。昨年から当商工会議所にも女
性会が誕生致しました。昨年10月には新潟市で
女性会の全国大会が開催されました。私も参加
致しましたが、朱鷺メッセに全国から約2,300人
の女性経営者が集まり、もの凄いパワーを感じま
した。是非女性の更なる活躍を期待いたします。
　全国の地域産業においては廃業の増加や事業
承継が大きな問題となっております。当地域も
同様の問題は存在しますが、当商工会議所青年
部の活動報告を聞いていますと若手業界人は確
実に育っておりその活動は国内外に及び、さら
なる活躍が期待されます。また、事業の承継税

　市立大学に隣接する、済生会新潟県央基幹病
院がこの３月より開院することとなります。新
潟県当局のご尽力により、当初の診療科より多
くの科ができるようで頼もしく感じております。
新しい病院の開院によって安心して当地で仕事
を続けることが出来る環境が整います。企業の
継続には「健康経営」を推し進めることが更に
重要になって来ております。
　インフラ面では、国道289号線（八十里越）
が2026年には暫定開通いたします。長く下田
地区と只見町とは定期的に交流が続いておりま
すが、いよいよこの道を通して人や物の流れが
始まります。東北・北関東と直接つながる大き
な産業の流れにしなければなりません。観光の
広がりやインバウンド需要の更なる取り込みも
期待したいと思います。
　三条の地域産業はこの様に、三条市や地域に
ある大学、新潟県の支援機関、他業種・多業界
と連携し、より良いモノやサービスをより高い
値段で提供する事が今後重要になってきており
ます。
　三条商工会議所のスローガン「市民と感動を
共有し、笑顔と感謝で共に成長する」のもと、
当地の歴史や特徴を認識し、それを活かし互い
に連携を図りながら、令和６年も会員の皆様と
共に成長して参りたいと思います。皆様のご協
力とご指導を引き続き宜しくお願い申し上げます。

三条商工会議所
会頭

兼古 耕一

全国商工会議所女性会連合会新潟全国大会 三条市、三条市立大学、第四北越FGとの包括連携協定
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　明けましておめでとうございます。
　2024年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上
げます。

時代の転換を図るチャンスの年に
　さて、昨年の経済社会情勢は、内外ともに不
透明さと緊迫の度が増した１年でありました。
世界ではロシアによるウクライナ侵攻の長期化
に加え、中台間の緊張、イスラエルとパレスチ
ナ武装勢力間の衝突も深刻化するなど地政学リ
スクが増大する１年となり、国内ではアフター
コロナで緩やかに景気が回復するものの、１ド
ル=150円前後の歴史的水準に達した円安や41
年ぶりの上昇率を記録した消費者物価・エネル
ギー価格の高騰の影響、深刻さを増す人手不足
など、依然として厳しい状況にあります。本年
も、先行き不透明な状況が続くことは一定程度
覚悟しなければなりません。
　一方、コロナ禍を乗り越え、社会経済活動の
正常化が加速したことで、設備投資意欲が顕在
化し、約30年ぶりの高い賃上げが実現される
など、時代の転換が萌芽しています。今こそ、
デフレ経済からの完全脱却、成長と分配による
経済好循環を実現していく絶好のチャンスにし
なくてはなりません。
政府におかれては、岸田内閣が掲げる「新しい
資本主義」の成長戦略を確実かつ速やかに実行

化」が不可欠であります。引き続き、「パート
ナーシップ構築宣言」の実効性向上に向け、価
格協議・価格転嫁が商習慣として定着するよ
う、われわれとしても粘り強く取り組んでまい
ります。

125万会員の
ネットワーク力を生かす
　日商会頭に就任し、１年と２カ月が経過しま
した。この間、副会頭11商工会議所を訪問す
るとともに、各ブロックの総会や青年部、女性
会の全国大会にも参加し、地域の第一線で活動
されている会員事業者の皆さまと意見交換する
機会に恵まれ、多くの示唆を頂きました。この
場をお借りして、心から感謝申し上げます。ま

に移すことで、生産性向上に裏付けされたモデ
レートな物価上昇、構造的な賃金上昇を実現
し、持続的な成長型経済への転換を果たしてい
くべきであります。短期的利益に拘泥すること
なく、中長期の安定的経済発展のための「攻め
の経済」、すなわち成長基盤の強化に寄与する
政策に国家資源を集中し、官民一体となって、
グローバル競争を勝ち抜く足腰の強化を図るこ
とが重要だと考えます。昨年の総合経済対策で
は、中小企業のチャレンジを支援する方針が明
確に示され、エネルギー高騰や物価高対策に加
えて、潜在成長率の底上げに資する対策も多く
打ち出されました。あとは実行あるのみです。

「停滞」から「成長」へ
　当然のことながら、われわれ民間も政府に環
境整備を求めるだけでなく、「停滞」から「成
長」へとマインドを切り替えるとともに、時代
の大きな変化を的確に捉え、自己変革に挑戦し
ていかなければなりません。創意工夫に知恵を
絞り、絶えざるイノベーションや事業の再生、
再構築にまい進し、人や設備への投資を活性化
させることが、経済全体としての新たな雇用の
拡大、賃金増、さらなる需要増といった好循環
を産み出すことにもつながります。また、原材
料や光熱費、労務費などの原価を吸収し、適正
な利益を確保するためには、「取引価格の適正

た、昨年６月に日韓商工会議所首脳会議を開催
し、10月には、４年ぶりとなる経済ミッショ
ンを率いてフィリピン・マレーシア・シンガポ
ールを訪問し、民間経済外交を本格的に再開し
ています。「原点は対話である」が私の信条で
あり、本年も可能な限り各地を訪問し、国内外
の皆さまとの対話を重ねるとともに、経営指導
員など現場により近い方々の声も踏まえ、活動
の軸である「現場主義」「双方向主義」を実践
してまいる所存です。
　われわれ商工会議所の最大の強みは、全国
515商工会議所125万会員のネットワークであ
り、中小企業が直面する課題が複雑化する中、
このネットワーク力を最大限に生かした行動が
必要です。2025年には大阪・関西万博が控え
ており、地域の多様な主体の連携拠点として、
全国的な機運の醸成を図るとともに、ビッグイ
ベントを新たな成長につなげていく動きを強力
に後押ししてまいります。本年も「地域ととも
に、未来を創る」理念のもと、地域経済が再び
成長と分配の好循環や豊かさを実感できるよ
う、515商工会議所の総力を結集してまいりた
いと存じます。皆さまの一層のご支援とご協力
を心からお願い申し上げます。

〒955-0096 新潟県三条市井戸場568-4
TEL：0256-33-5000 FAX：0256-33-5005

URL：www.okaq.co.jp

各種塗料調色・販売
塗装機械販売・設備施工
工業薬品・資材販売

岡久株式
会社

設設
備備

技技
術術

塗塗
料料

提提
案案

協協
力力

日本商工会議所
会頭

小林 健

年頭所感



6 7

「中小企業の出来る事」
株式会社マルサ代表取締役社長

三条商工会議所 副会頭

齋藤 一成

　（協）三条工業会の海外視察事業で、中国や東
南アジアを中心に世界各国の工場を見学してき
ました。見学先の資本は様々で、素晴らしい設
備環境ばかりです。設備ばかりでなく、労働者
は若く活気があり、賃金も日本より安いことが多
いです。まともに競争しようと考えると私の会社
ではとてもかないません。さらに現在は、デフレ
によって日本経済は傷つき、人財は海外流出し、
従来日本が得意としていた効率化、生産性向上
はアジア諸国に取ってかわられています。安く
生産する為に、価格競争に勝つための生産性向

上するという状態から企業成長していくためには、
劇的に軌道修正をしなくてはならないと考えます。
では、具体的に中小企業は何をすればいいのか？
ヒントは「ものづくり」から「商品づくり」なのか
なと私は考えています。ここで、日本の得意技で
ある、知恵や創意工夫の力をつかい「商品づくり」
から「売れる商品づくり」へ付加価値を上げてい
く必要があります。商品としての魅力という付加価
値（利益）をアップさせる為に、企業人としての
能力を発揮しなくてはと考える日々です。燕三条
の若い次代の経営者は気づいていると思います。

生成AIセミナー

「ITの伝道師が教える！生成AI ×Microsoft」
ChatGPT今すぐ使うべき
　日本マイクロソフト

（株）の業務執行役員で
エバンジェリストの西
脇資

も と

哲
あ き

氏を講師に、生
成AIと の 関 わ り 方 や
活用方法を学ぶセミナーが12月11日に開
かれた。マイクロソフトのエバンジェリス
トは、同社が提供する製品やサービス、技
術を分かりやすく紹介する職種で、西脇氏
は「IT伝道師」としても広く知られている。
　西脇氏は、「生成AIは目的を知っている
全員の生産性を上げられる。インターネッ
トやスマートフォンと同様に、不可逆であ
り、今からすぐに使ってください」と利活
用を促した。

AIによる生産革命
　西脇氏は、人間の問いかけに対して、AI

（人工知能）が答えを返すチャットボット
「C

チャットジーピーティ

hatGPT」によって、AIが一気に大衆化
したこと、国内では政府が産業や教育への
活用に前向きであることから、孫正義氏の
言葉を取り上げて「『まだChatGPTを使っ

ていない人は人生を悔い改めたほうがよい』
というが、その通りであり、使っている人
と使っていない人の差は開くばかりだ。危
機感を持ってもらいたい」と述べた。
　AIによってインターネットミーティン
グ参加者の感情の揺らぎを読み取り、「誰
が否定的な発言、肯定的な発言をしたか、
一目で知ることができる」、ChatGPTで
は、「的確なプロンプト（指示・質問）」を
投げかけることができれば「目的を知って
いる誰もが、精度の高い文章を作ることが
できる」、「世界の新聞記事を翻訳し、要約
することも可能」などと、その活用方法の
一端を例示。「今まではコンピュータの使
い方を知っていて、それを駆使できる人の
生産性が高かったが、これからはAIに指
示する能力が高い人ほど、生産性が高いと
いうことになる」とし、「AIによる生産革
命」が起こりつつあると見通した。
　また、Word、Excel、Power 
Point、Outlookなどに実装
される生成AI「CoPilot」に
ついても触れ、社内データや
タスクの集約化を勧めていた。

謹 賀 新 年 令和６年　正月
三条商工会議所　役員・議員等（順不同）
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謹 賀 新 年 令和６年　正月
三条商工会議所　役員・議員等（順不同）

参
　
与	

北
陸
ガ
ス
㈱
長
岡
支
社
　
支
社
長

ず
っ
と
近
く
で
、に
い
が
た
を
想
う
。

吉
津
由
貴

参
　
与

㈱
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
　
会
長

感
動
を
創
造
す
る

柄
沢
憲
司

参
　
与

日
本
通
運
㈱
三
条
支
店
　
支
店
長

運
輸
の
使
命
に
徹
し
て
社
会
の

信
頼
に
こ
た
え
る

佐
藤
真
教

参
　
与

マ
ル
ソ
ー
㈱
　
代
表
取
締
役
会
長

心
堅
石
穿

渡
邉
喜
彦

謹 賀 新 年 令和６年　正月
三条商工会議所　役員・議員等（順不同）

参
　
与

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
新
潟
県
央
営
業
所
　
所
長

光
野
和
宏

常
議
員

㈱
梨
本
商
店
　
代
表
取
締
役
社
長

も
の
づ
く
り
の
お
手
伝
い

梨
本
次
郎

年
賀
広
告

年
賀
広
告

参
　
与

西
巻
印
刷
㈱
　
会
長

日
々
穏
や
か
に

西
巻

克

郎

常
議
員

㈱
カ
エ
リ
ヤ
マ
　
代
表
取
締
役
社
長

一日一
生

歸
山
　

肇

常
議
員

川
﨑
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長

川
﨑
雄
輔

㈲
熊
倉
建
設
設
計
事
務
所
　
代
表
取
締
役

感
謝

常
議
員

安
達
俊
明

参
　
与

　
㈱
坂
謙
　
代
表
取
締
役
会
長

坂
井
範
夫

参
　
与

㈱
桑
原
工
業
　
代
表
取
締
役

桑
原
栄
助

参
　
与

パ
ー
ル
金
属
㈱
　
代
表
取
締
役
会
長

ロ
マ
ン
を
持
て　

世
界
と
語
れ

髙
波
久
雄

常
議
員

㈱
ナ
ガ
オ
ケ
　
代
表
取
締
役

永

桶

俊
一

常
議
員

㈱
外
山
組
　
専
務
取
締
役

外
山
　

豊

常
議
員

㈱
長
谷
川
興
産
　
会
長

人
を
愛
し
、職
を
愛
し 長

谷
川　
　

武

常
議
員

角
利
産
業
㈱
　
代
表
取
締
役

道
具
を
通
し
て
豊
か
な
人
生
を
提
案
す
る

加
藤
將
利

常
議
員

㈱
髙
儀
　
代
表
取
締
役
社
長

道
具
で
世
界
に
笑
顔
を 髙

橋
竜
也

常
議
員

料
亭
二
洲
楼
　
代
表
取
締
役
社
長

石
橋
昭
尚

常
議
員

㈱
三
条
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
　
代
表
取
締
役
社
長

継
続
こ
そ
力
な
り

石
川
友
意

参
　
与

㈱
ハ
イ
サ
ー
ブ
ウ
エ
ノ
　
会
長

顧
客
第
一
主
義

小
越
憲
泰

参
　
与

㈱
三
條
機
械
製
作
所
　
取
締
役
社
長

健
康
と
信
用

松
崎
　

仁

参
　
与

東
北
電
力
㈱ 

新
潟
県
央
営
業
所
　
所
長

よ
り
、そ
う
、ち
か
ら
。 佐

藤
　

均

参
　
与

㈱
野
崎
プ
レ
ス
　
取
締
役
会
長

仁
智
誠
愛

野
崎
勝
康

参
　
与

㈱
コ
メ
リ
　
代
表
取
締
役
社
長

日
々
新
た
な
り

捧　

雄
一
郎

常
議
員

㈱
マ
ル
ト
長
谷
川
工
作
所

　
代
表
取
締
役
社
長

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｏ 長

谷
川　

直
哉

常
議
員

北
陸
工
業
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長

お
客
様・社
員・株
主・社
会
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

四
つ
の
お
役
立
ち

加
藤
伸
夫

常
議
員

㈱
み
ず
の
　
代
表
取
締
役

不
易
流
行

水

野
一
郎

常
議
員

税
理
士
法
人
P
i
e
r
T
a
x

代
表
社
員 

石
月
良
典

参
　
与

㈲
ミ
ノ
ワ
　
代
表
取
締
役

七
転
び
八
起

箕
輪
勲
男

参
　
与

　
大
久
保
秀
男
税
理
士
事
務
所
　
所
長

努
力

大
久
保　

秀
男

参
　
与

㈱
全
研
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
　
取
締
役
会
長

誠
実
と
努
力

佐
藤
弘
志

参
　
与

㈱
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
　
取
締
役
会
長

落
合
益
夫

参
　
与

㈲
角
屋 

餞
心
亭
お
ゝ
乃
　
取
締
役
会
長

一
忍
百
事
成

大
野
新
吉

参
　
与

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
三
条
支
店
　
支
店
長

宮
原
大
和

参
　
与

㈱
ト
キ
ワ
印
刷
　
会
長

切
磋
琢
磨

早
川
瀧
雄

有
言
実
行

㈱
野
崎
製
作
所
　
代
表
取
締
役
社
長

常
議
員

野
崎　

喜
一
郎

常
議
員

富
士
電
材
㈱
　
代
表
取
締
役

一
言
芳
恩

吉
井
直
樹

常
議
員

㈱
オ
ー
シ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム 

　
取
締
役
会
長

一
意
専
心

樋
口
　

勤

常
議
員

関
根
税
務
会
計
事
務
所
　
所
長
・
税
理
士

関

根

龍
一
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謹 賀 新 年 令和６年　正月
三条商工会議所　役員・議員等（順不同）

議
員

㈱
越
路
鐵
工
所　

代
表
取
締
役

田
澤
宏
明

議
員

㈲
齊
藤
造
園　

代
表
取
締
役

目
く
ば
り・気
く
ば
り・心
く
ば
り

齊
藤
眞
澄

謹 賀 新 年 令和６年　正月
三条商工会議所　役員・議員等（順不同）

議
員中

山
鉄
工
所　

代
表

中　

山　
　

隆

年
賀
広
告

年
賀
広
告

常
議
員	

㈱
サ
ン
ユ
ー
印
刷　

代
表
取
締
役
会
長

玉　

木　
　

敏

議
員

㈲
鈴
文　

代
表
取
締
役

創
業
91
周
年　

雪
国
を
幸ゆき
国ぐに
に
変
え
る
。

鈴

木
　

一

議
員

㈱
ス
リ
ー
ピ
ー
ク
ス
技
研　

代
表
取
締
役

実
事
求
是

小

山

公
一

議
員

ト
ッ
プ
工
業
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

和
衷
協
力

石
井
真
人

議
員

㈱
髙
又
製
作
所　

代
表
取
締
役
社
長

感
謝　

謙
虚　

忠
恕 髙

橋
暢
雄

議
員

㈱
三
条
金
子
建
設　

代
表
取
締
役

谷
川
和
夫

議
員

三
条
サ
ッ
シ
工
業
㈱　

代
表
取
締
役

船
越
良
則

議
員

㈱
中
條
金
物　

代
表
取
締
役
社
長

一
所
懸
命　
一
言
芳
恩 中

條
克
俊

議
員日

本
料
理 

小
山
屋

健
康　

家
族　

ご
縁 小

山
武
則

議
員

㈱
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク　

代
表
取
締
役
社
長

柄
沢
利
文

常
議
員

㈱
マ
ル
ヨ
ネ　

代
表
取
締
役

田
代　

徳
太
郎

常
議
員

㈱
西
山
カ
ー
ト
ン　

代
表
取
締
役

一
隅
を
照
ら
す　
こ
れ
国
の
宝
な
り

西
山

徳

芳

議
員

㈱
坂
源　

代
表
取
締
役
社
長

行
動
な
く
し
て
成
果
な
し

坂
井
信
行

常
議
員

相
場
商
事
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

相
場
亮
嗣

議
員

加
藤
商
事
㈱　

代
表
取
締
役

ス
ピ
ー
ド
と
迫
力

加

藤
一
芳

議
員

㈱
野
崎
プ
レ
ス　

代
表
取
締
役

温
故
知
新

野
崎
喜
嗣

議
員

日
野
浦
刃
物
工
房　

代
表

ノ
ー
ア
タ
ッ
ク・ノ
ー
チ
ャ
ン
ス

日
野
浦　
　

司

議
員

㈲
ピ
ュ
ア
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ　

代
表
取
締
役

感
動
か
ら
笑
顔
に

石
山
早
苗

議
員

㈲
ス
ズ
ト
ー　

釜
焼
鳥
本
舗
お
や
ひ
な
や

笑
門
来
福

鈴　

木　
　

直

議
員

㈱
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム　

代
表
取
締
役

落
合
峰
夫

議
員

㈱
帰
山
鍍
金
工
業　

代
表
取
締
役
社
長

誠
実
と
努
力

帰
山
隆
司

議
員

共
和
工
業
㈱　

代
表
取
締
役

熊
谷
勇
介

議
員

㈱
齋
鐵　

代
表
取
締
役
社
長

誠
実
と
和

齋
藤　

孝
之
輔

議
員

㈱
サ
カ
タ
製
作
所　

代
表
取
締
役
社
長

会
社
は
公
器
で
あ
る 坂

田
　

匠

議
員

㈱
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ　

代
表
取
締
役

人
と
と
も
に
、地
と
と
も
に
。

神
子
島　

岩
男

常
議
員

三
条
信
用
金
庫　

理
事
長

四
季
の
心

白
倉 

徳
幸

常
議
員

㈱
第
四
北
越
銀
行 

三
条
支
店　

支
店
長

中
村
友
昭

常
議
員

㈱
外
山
精
一
商
店　

代
表
取
締
役

外
山
浩
玲

議
員

中
越
交
通
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

川
本
高
志

議
員

五
十
嵐
刃
物
工
業
㈱　

代
表
取
締
役

み
ど
り
と
と
も
に

五
十
嵐　

孫
六

議
員

ヤ
ナ
ド
リ
鋼
鉄
㈱　

代
表
取
締
役

想
像
を
創
造
す
る

柳
取
崇
之

議
員

中
越
印
刷
㈱　

代
表
取
締
役

田
中
範
之

議
員

㈱
栗
山
庄
之
助
商
店　

取
締
役
社
長

信
用・誠
実・感
謝・健
康・笑
顔

栗
山
正
男

議
員

た
か
ら
や
フ
ル
ー
ツ
本
店　

社
長

苦
あ
れ
ば
楽
あ
り

金
子
栄
利

議
員

㈱
ナ
ガ
オ
カ
・
リ
コ
ー　

代
表
取
締
役

一
陽
来
復

長
岡
信
治

議
員

㈱
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｙ
Ａ　

代
表
取
締
役

子
供
達
の
未
来
を
応
援 山

田
拓
也

議
員

㈱
ア
イ
サ
ポ
ー
ト　

代
表
取
締
役

木
村
　

譲
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青年部だより

チャンスを掴め！　燕三条ビジネスアイデアコンテスト

　当所青年部は、今年２月
12日（月）、「学生との産
学連携事業」をテーマとし
た、「燕三条ビジネスアイ
デアコンテスト」を開催す
る。燕三条地域で学んでいる現役学生（高校
生・専門学生・大学生）と地場企業側を結びつ
ける場として、燕三条に関連した起業案・新事

　当所鐵鋼部会と三条商鐵組合は12月６日、
「地場産業の生き残り」講演会と題して、第四
北越リサーチ&コンサルティング株式会社常務
取締役の唐橋浩輔氏を講師に招いた講演会を開
催した。同社では県内企業に対してヒアリン
グ、アンケート調査を行うなどして、県内経済
の動向に関する調査・研究を行っている。唐橋
氏は、「物価高」、「人材不足」、「新型感染症禍
後の世界」の３点をポイントに、世界、日本、
新潟県内の経済情勢、個人消費、金利、人口動
態などの分析結果を紐解いていった。
　同社が当所など、県内の業界、商工団体41
団体に対して行っている景況感のヒアリング結
果では、2023年の景況感を「好況」とした団
体は無く、「やや好況」が13、「どちらとも言
えない」が14、「やや不況」が12、「不況」が
２となり、全体としては昨年より「やや好況」
の回答が増え、「不況」の回答が減った。2024
年の見通しについては「やや好転」が10、「変
わらない」が23、「やや悪化」が７、「悪化」が

業案・ものづくりや産業についてのビジネスア
イデアを、学生がプレゼンテーションし、企業
が評価するもの。
　企業にとっては学生のアイデアを知ることが
でき、学生にとっても企業からの評価や意見を
聞くことができる機会とし、この地域において
学生と企業が連携しやすい礎を築いていく。

１となっている。
　唐橋氏は「県
内小売業の売上
は23カ月連続で
前年対比を上回
っている一方、
住宅着工件数は
前年比マイナス
が２年続いてい
る」と県内の消
費動向を解説。
　また、県内経営者の困りごとは「売上不振」、
「人材不足」、「仕入価格の上昇」などだが、「人
材不足」、「仕入価格の上昇」、「人件費の増加」
が２年前の調査よりもポイントを増やしている
として、労働者不足の常態化と、対策としての
高齢者やインターンシップ、外国人材といった
柔軟な人材活用が地場産業の生き残りに不可欠
と指摘していた。

三条商工会議所 鐵鋼部会×三条商鐵組合

『新潟県経済の現状と企業の課題』

謹 賀 新 年 令和６年　正月
三条商工会議所　役員・議員等（順不同）

年
賀
広
告

議
員

㈱
全
研
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス　

代
表
取
締
役
社
長

佐
藤
典
保

議
員

新
潟
精
機
㈱　

代
表
取
締
役

五
十
嵐　

利
行

議
員

　

江
戸
川
産
業
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

新
保
智
也

議
員

㈱
ロ
ー
ハ
チ　

代
表
取
締
役

五
十
嵐　

淳

議
員

㈱
野
水
機
械
製
作
所　

代
表
取
締
役

今
日
を
磨
き
、磨
か
れ
て
明
日
へ

清
野
恵
介

議
員三

陸
運
送
㈱　

会
長

優
し
さ　

勇
気　

思
い
や
り

岡
田
大
介

議
員

　

㈱
Ｋ
・い
し
か
わ　

代
表
取
締
役

人
生
あ
く
ま
で
精
進
な
り

石

川
一
昭

議
員

㈱
熊
倉
建
築
事
務
所　

代
表
取
締
役

熊
倉
高
志

議
員㈲

宇
智
華　

社
長

感
謝

池
　

清
一

議
員割

烹
魚
も
と　

代
表

温
か
い
明
か
り　

友
情 元

川
由
郎



14 15

会
員
訪
問

No.
141

㈲
三
条
設
備
　代

表
取
締
役
　
小
村 

和
秋
氏

　昭和49年１月、故小村鐵夫氏が
市内の設備業者などでの実務経験を
経て創業。空調工事に始まり、現在
では上下水道、浄化槽、井戸、消雪
配管、床暖房、設備機器設置などの
工事や、給湯器、ボイラー、エアコ
ン、トイレ、バス、キッチンなど、
市民の生活に無くてはならないライ
フライン、生活設備機器周りの業務
を幅広く請け負っている。
　20年前に創業者で父の鐵夫氏か
ら事業を引き継いだ、小村和秋氏は

「創業後間もなくは、金融機関や店
舗などを中心に空調設備の配管や機
械修理、メンテナンスを主に請け負
っていましたが、クーラーが中心で
夏場の需要に偏っていたことから、
『冬場も仕事を確保できるように』
と、昭和63年には三条市指定水道
工事店（現：三条市指定給水装置工
事事業者）の指定を受け、水道工事
の請負を開始。平成５年、私が入社
してしばらくして、三条市の下水道
がはじまり、排水設備等指定工事店

となり、下水道の接続工事の請負が始まりまし
た。時代の変遷とともに業務のウェイトを変え
ながら、自然と事業の幅が広くなっていったの
でしょうね」と、自社の業務内容とその変遷を
説明する。
　平成６年には法人化、平成10年代には三条
市が行う公共工事の入札参加の手続きを進め、
消火栓設置工事から始まり、学校をはじめとす
る公共施設のエアコン、トイレ改修なども手掛
けるようになった。「先代社長の指示で、入札
参加の準備を進めましたが、翌年には先代が亡
くなり、工事金額の積算、提出書類の作成など
試行錯誤の繰り返しでした。さらに業務が増え
ましたが、結果として、これまで積み重ねてき
た幅広い事業領域、公共工事の実績が、弊社の
貴重な経験知、地道な積み重ねが財産になって
います」と小村氏。

ライフライン担う誇り
　平成初期には活発に行われていた下水道工事
が一段落、さらには「平成の大合併」と言われ
た市町村合併や、平成16年の７・13水害、同
年の中越地震など、同社が事業を行う上下水道
や設備関係業界の環境も大きな変化を余儀なく
されているという。小村氏は「制度や工法が変
わる中で、同業者の数が大きく減った分野もあ
りますが、三条管工事業協同組合をはじめとす
る同業者の横の繋がりや、公共工事に携わらせ

ていただいたこと
による知識を礎と
して、事業を継続
していきたいです
ね。ライフライン
を担う事業者とし
て事業継続こそが
地域貢献になると
考えています」と、
上下水道や公共施
設を担う事業者と
して誇りを持つ。
災害時などのイン
フラの緊急事態対応をはじめた社会的に重要な
役割も果たしている。

先代と次世代をつなぐ
　事業継続への課題は人材の確保・育成で、小
村氏は「創業当時に主体だった空調工事が再び
増え始めるなど細かな改善の繰り返しで、継続
できていますし、設備機器の改修、メンテナン
スでも先代からの経験知が生きる場面もありま
す。一方で、環境問題、エネルギー問題などの
新しい変化も柔軟に取り入れ、考え方が硬くな
らないような経営を心がけ、父親の代からの経
験知と現代の新しい知識や技術を兼ね備えた若
手を育てることができれば」と展望していた。

（有）三条設備
三条市東裏館２丁目５-２
TEL：35-4610
FAX：35-4627

経験知こそ財産

空調工事

小村社長

水道工事

三条商工会議所
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※「法律相談」「事業承継相談」「知的財産権相談」「Ｍ＆Ａ相談」は開催日７日前迄に予約が無い場合は中止となります。
　（予約締切日が燕三条産業カレンダー休日の場合は、その前日迄にご予約ください。）

三条商工会議所専門家相談日
秘密を厳守しておりますのでお気軽にご相談ください!

まずはお電話にてお申し込みください。
TEL 0256-32-1311

6（火） 21（水） 13（火） 27（火）
14（水）

21（水）
随時お受けしております 随時お受けしております随時お受けしております

ご相談
無料

税理士による
税務・消費税
対策相談

弁護士による
法律相談

M＆A相談
社労士による労務相談

行政書士による行政書士相談

知的財産権相談

貿易相談
BCP相談

日本政策金融公庫による
資金繰り相談

事業承継
相談

相談時間:10:00～12:00 ※一部時間が異なります。
会　　場：三条商工会議所３Ｆ相談室
（資金繰り相談のみ2F日本政策金融公庫三条支店）2月

※13：00～16：00 と

令和6年

方言ロール、ほっこりイラストはなじらね？
　三条弁、新潟弁、長岡弁をあしらった包装
紙の「方言ロール」や、利用者が描いたイラ
ストや文字をあしらったトイレットロール、ポ
チ袋、ふせんを自主製品として販売している。
　趣のある文字やイラストは、事務作業や
勉強のアクセント、贈り主の心遣いを表す
名脇役となりそうだ。

店名 社会福祉法人三条市手をつなぐ育成会　 住所 三条市柳沢
393　 TEL 0256-47-1221　 定休日 土、日曜日　営業時間
9:00〜16:30　 駐車場 あり　 HP https://i-goody.jp/

※会員事業所の情報を無料掲載します。御希望の方はTEL32-1311へお知らせください。

- D A T A -

地域に支持され、愛されている
会員事業所を紹介。

知っておきたい 

三条三条のの会社・お店会社・お店

札を折らずに入れられるポチ袋

ふせん トイレットロール、方言ロール


